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1．はじめに 

近年，全国的な人口の減少と少子高齢化は，重大な

社会問題となっている。この問題は，コミュニティに

おいてもその機能と維持に支障をきたしている状況に

ある。一方，2011 年 3 月に発生した東日本大震災は，

今日のコミュニティが抱える様々な課題や問題点を露

呈させたということができる。福島県いわき市では，

地震発生直後の原発事故により，住民の自主的な避難

が相次ぎ，機能すべきコミュニティが機能不全に陥っ

てしまったほか，復興段階にある現在においては，従

前からのコミュニティの維持が大きな課題となってい

る。 

 そこで，本研究は，福島県いわき市のまち(市街地)

地域を対象として，コミュニティの実態を明らかにす

ることを目的とする。また，東日本大震災を通した活

動実態を同様に明らかにすることにより，震災等の非

日常における活動実態についても明らかにすることを

目的とする。 

 

2．研究の対象と自治会・町内会等の形成 

いわき市は，1966（昭和 41）年 10月の広域合併以

前の旧市町村単位により，13地区に区分することがで

きる。本研究の対象 5地区(平，好間，内郷，常磐，小

名浜)の概況(2010年)を表1に示す。面積は，304.06km2

と市全体の 24.7%に留まる一方，人口は 250,734人と

市全体の 73.3%，世帯数についても 96,795世帯と同じ

く 75.2%を占めている。 

 このような地域における自治会・町内会等の形成に

ついてみてみると，5地区のうち人口や世帯数の多い

平や小名浜において自治会・町内会等数を多くみるこ

とができ，また大字や小字等の行政区の数も多くなっ

ている。ここでは特に，平における小字数（1,163）が

他地区と比較しても著しく多い形となっている。それ

ぞれの相関をみても，面積や人口，世帯数ともに相関

係数が 0.9以上と高い結果となっている。 

ここで小名浜地区についてみると，自治会・町内会

等の面積は地区内において大小ばらつきがあり，面積

が周囲と比較しても小さく，集中している地域をみる

ことができる。それらの地域は，支所が立地する中心

市街地や住宅団地が多く立地する地域であることがわ

かる。また，そこでは人口や世帯数も多くなっており，

人口集中地区であるということができる。 

3．コミュニティの実態 

対象地区における自治会・町内会等の活動実態を明

らかにすることを目的として，各区長を対象にアンケ

ート調査を実施した。その調査概要を表 2に示す。 

(1)東日本大震災時の機能 

1）震災前の活動 

 震災前に行って

いた活動としては，

図 1にみるように

「地域の清掃や環

境の保全などの環

境美化活動」の回

答割合が 94.7％と

大多数の自治会・

町内会等で行われ

ていたことがわか

る。次いで，「祭り

や伝統芸能などの

維持・保全活動」

（回答割合 69.2％），「災害予防や防災対策などの防災

活動」（同 62.7％），「子供の見守りなど犯罪防止活動」

（同 52.7％）と半数以上の自治会・町内会等で行われ

ている。全体として，平均 4.5の活動に取り組んでお

り，最も多いところで 11（1自治会・町内会等），最も

少ないところで 1（同 7つ）となっている。 

2）地震発生直後の活動 

 地震発生直後に自治会・町内会等で行った活動につ

いてみたものが，図 2である。これをみると，「地区内

の被害状況の確認（住宅・道路・水道等の被害の把握）」

の回答割合が 78.4％と最も多く，次いで「行政との連

携（救援物資の受取り等，行政とのパイプ役）」が 64.9％

となっている。一方，「特に活動は行わなかった」自治

会・町内会等が 6つあった。対象地区全体としては，

平均 5.6の活動に取り組んでおり，最も多いところで

16（同 1つ）となっている。 

表 1 対象 5地区の概況 

地区
大字

数

小字

数

自治会・町

内会等数

面積

（㎢）

人口

（人）
世帯数

平 52 1,163 111 109.88 98,077 38,545

好間 11 209 15 26.69 13,358 5,313

内郷 10 181 9 31.62 26,813 10,905

常磐 19 310 35 48.23 34,886 13,210

小名浜 48 804 110 87.64 77,600 28,822

合計 140 2,667 280 304.06 250,734 96,795

(2010年10月1日現在)

調査期間

調査方法

・自由記述

調査対象
平（110地区）,好間（15地区）,内郷（9地区）

常磐（35地区）,小名浜（110地区）

平：70（63.6%）,好間：9（57.1%）,内郷：7

（87.5%）,常磐：23（67.7%）,小名浜：69

（63.9%）,5地区合計：176（62.3%）

回答数

（回収率）

2013年11月～12月

郵送配布・郵送回収

調査項目

・地区の問題について（1項目）

・神社祭典,祭り,イベント（142項目）
・その他,行事（18項目）

・回答者属性（年齢,性別）

・各種団体（平：14項目,好間：10項目,内

郷：9項目,常磐：13項目,小名浜：16項目）

・自治会・町内会等属性

（名称,加入世帯数,加入率）

・震災時の地区の活動実態（15項目）

表 2 アンケート調査の概要 

1
2
3

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

環境美化

防災

交通安全

犯罪防止

防犯

高齢者等への支援

子育て支援

教育学習

伝統芸能維持・保全

産業

親睦

趣味・サークル

その他

回答割合

活
動

図 1 震災前の活動 



 ここで，震災前の活動との関係をみてみると，相関

係数は 0.66となっている。そのなかでも，「特に活動

は行わなかった」ところにおいては，震災前の活動数

の平均が 3.6と全体と比較しても少ない結果となって

いる。 

(2)日常のコミュニティ 

 対象 5地区における日常のコミュニティの実態につ

いて，「各種団体，組織」，「祭り，行事」，「その他，行

事」に分類し，「現在あるもの」，「ないもの」，「かつて

は存在していたものの現在はないもの」に分けてみて

みた。その結果，「各種団体，組織」としては，「子供

会」が 80.6％の自治会・町内会等において「現在ある

もの」としてあげられており最も多く，次いで「老人

クラブ」が 60.0％となっており，この 2つが 50％以上

の自治会・町内会等において「現在あるもの」とされ

ている。また，「祭り，行事」については，「お盆」が

73.1％の自治会・町内会等において「現在あるもの」

としてあげられており最も多く，次いで「盆送り」が

66.9％となっており，50％以上の自治会・町内会等に

おいて「現在あるもの」とされているものが 11個みる

ことができる。さらに，「その他，行事」については，

「秋の清掃」が 84.0％で最も多く，次いで「春の清掃」

で 81.1％となっており，「地区総会」（76.6％）ととも

に 50％以上の自治会・町内会等において「現在あるも

の」としてみることができる。全体としてみると，地

区によって「現在あるもの」が「ないもの」であった

り，「かつては存在していたものの現在はない」もので

あったりとさまざまな形態をみることができる。 

  

4．震災時の活動と日常のコミュニティとの関係 

 東日本大震災時の自治会・町内会等の活動と日常の

コミュニティの関係について分析してみたものが，表

3である。震災時に「特に活動は行わなかった」6つの

自治会・町内会等は，平と小名浜の 2つの地区にあり，

中心市街地内や社宅自治会等に該当するものであるこ

とがわかる。これらの自治会等の震災前の活動数をみ

てみると，2～3に留まっており，全体の平均 4.5と比

較しても少なく，小名浜地区の中通については 0とな

っている。 

 また，現在ある日常のコミュニティについてみてみ

ると，「祭り，行事」については複数の自治会等で多く

みられるところがあるものの，全体としてみると「各

種団体，組織」，「その他，行事」とともに，数が少な

い結果となっている。特に，中通については，「祭り，

行事」と「その他，行事」がともに 0となっている。 

 さらに，震災前の活動数が 13項目中 9～11の自治

会等を活動数が特に多い自治会・町内会等(11)として

抽出し，同様に活動数が 0～2の自治会等を活動が少な

い自治会・町内会等(28)として抽出し，地震発生直後

の活動内容について分析した。その結果，活動数が多

い自治会等は，住宅団地が存在する大字に多くみるこ

とができる。一方で活動数が少ない自治会等は，中心

市街地に多くみることができる。活動数が多いところ

では，「地区内の被害状況の確認」や「行政との連携」，

「他の自治会等との連絡・調整」を中心に，複数の活

動を行っているのに対して，活動数が少ない自治会等

においては，「特に活動は行わなかった」ところが 3つ

ある。このように，取り組んだところと取り組まない

ところの差がみられる活動があり，震災前の自治会・

町内会等としての取り組みや日常のコミュニティの存

在と地震発生直後の活動との関係をみることができる。 

 

5．おわりに 

いわき市のまち(市街地)地域を対象とした本研究の

成果として，次のことをあげることができる。 

 第一に，東日本大震災時の自治会・町内会等の機能

を明らかにすることができた。地震直後に多くの自治

会・町内会等で行われた活動がある一方で，取り組み

に差がみられる活動があることがわかった。 

第二に，震災前の活動や日常のコミュニティの実態

について明らかにすることができた。ここでも，自治

会・町内会等により，その実態に差がみられることが

わかった。 

第三に，地震直後の活動と震災前の活動や日常のコ

ミュニティの形成と実態との関係について，一定の関

係性を見出すことができた。震災前の活動数や日常の

コミュニティ形成が多いところにおいては，地震直後

の活動も多くなっているのをみることができる。 

コミュニティは，空間と社会の両構造により成立し

ているため，今後はその関係性を追究していくことが

必要であると考える。 
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1
2
3

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

被害状況の確認

救助活動

初期消火

安否確認

避難誘導

高齢者等の支援

避難所運営

救援物資配布

給水手配

水の提供

仮設トイレ手配

見回り

在宅被災者支援

防災倉庫利用

市への要望・連絡

行政との連携

他自治会等と連絡

特に行わなかった

その他

回答割合

活
動

図 2 地震発生直後の活動 

「各種団

体，組織」

「祭り，行

事」

「その他，

行事」

平 平第10区新川町新和会 中心市街地 平 3 5 3 3

平 平35区 中心市街地・社宅自治会等 平 2 2 31 2

小名浜 古湊 中心市街地 小名浜 3 5 33 3

小名浜 中通 中心市街地 小名浜 0 2 0 0

小名浜 大原第二 中心市街地隣接地域 小名浜大原 3 4 34 3

小名浜 館山 社宅自治会等 渡辺町田部 3 6 2 5

地区

現在ある日常のコミュニティ数

震災前の

活動数
大字地域の特徴自治会・町内会等名称

表 3 震災時の活動と日常のコミュニティ 
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